
 生徒心得  

 

早中宣言 

 ① Love     すべての人を愛し、すべての人に愛される早中  

 ② Difference  ちがいをすてない早中  

 ③ Believe    自分の力、みんなの力を信じる早中  

 ④ Help     「わからない」「助けて」を伝えられる早中  

 ⑤ Hayadori   地域を想い、成長する早中  

 

生徒心得とは 

 この生徒心得は、早通中学校の生徒全員が安全に  、楽しく、充実した学校生活を送れるよ

うにするためのものです。一人一人が意識して行動してください。又、以下に示されていな

い事柄についても一般的な常識をもって、各自がしっかりと判断して行動してください。  

 

日常生活について 

 (1) 登校および下校について 

   ・服装は、身だしなみについて(2)「服装について」を守る。 

   ・制服で登校する。 

   ・欠席等の連絡は Google フォームによる連絡とし、保護者が 8:10 までに連絡する。  

   ・遅刻や早退をするときは確実に先生に届け出る。（特に体の具合が悪いときは保健の

先生にみてもらう） 

 (2) 公共物の取り扱いについて 

  ・校舎校具は大切に扱い、責任をもって使用する。 

  ・校具、備品は無断で使用せず、必ず許可を得る。又、使用後は責任をもって返却する。 

  ・万一、校舎校具を破損した場合は、学級担任又は担当の先生にすみやかに届け出る。  

 (3) その他  

  ・携帯電話、スマホ、ゲーム機、アクセサリー等の不要物は持ってこない。  

   ※不要物を持ってきた場合は、担任が預かり保護者へ返却する。  

  ・火気、カッター、はさみは持ってこない。 

  ・貴重品や金銭などを持参した場合は、朝担任の先生に預け保管してもらう。 

  ・許可なく飲食物等を持ってこない。但し、給食がないときの昼食、飲食物を除く。こ   

のときのゴミ等は必ず持ち帰る。 

 

身だしなみについて  

 ※将来、社会人としての基礎を培う上で、清潔感ある身だしなみに努める。 

 (1) 頭髪等について 

   ・清潔感のある自然な髪型として、人工的な加工や脱色、染色はしない。整髪料などは

つけない。前髪は目にかからない。  

    ・まゆ毛を剃ったり抜いたりしない。 

  ・頭髪が肩にかかる場合は結ぶか編む。 

  ・髪留めはゴムかピンとし、黒色、紺色、茶色とする。 

  ・化粧（ネイルを含む）をしたり、装飾品（ピアスなど）を身につけたりしない。 



 (2) 服装について 

    ・清潔感を保つように努める。   

  ・全国標準型の黒色学生服（詰襟）か学校指定の制服（イートン型）、令和６年度から採

用された新しい制服（ブレザー・ボトム・ネクタイ・リボン）とする。 

  ・白色のワイシャツかブラウスを着用する。 

  ・学校指定の制服（イートン型）、ブレザーを着用する場合、指定のリボン、ネクタイを

着用する。ただし夏季服装の期間は各個人で着用を判断する。 

  ・スカートの丈は膝が隠れる程度の長さとする。 

  ・ストッキングは黒、紺、茶で無地のものとする。黒タイツも可とする。 

  ・学生ズボン、スラックスを着用する場合はベルトを付ける。ただし、ベルトは無地で

派手でないもの、飾りのないものとする。 

  ・夏季の服装は推奨期間（６月～前期終了まで）を設けるが、気候に合わせた服装を各

自で判断して正しい服装を心がける。 

  ・冬季にはワイシャツ、ブラウスの上にセーター等を着用してよいが、黒、紺、茶、    

グレーとする。 

 (3) 下着・靴下 

  ・シャツやブラウスの内側に着る下着は華美でないものとする。 

  ・靴下は完全にくるぶしが隠れるものとし、色は白、黒、紺の無地、又はワンポイント

柄や上部に細いラインのついたもののみとする。 

(4) 名札 

  ・クリップ型のものは上着の左上ポケットに留める。ただし登下校時は外し、学校内の   

みで着用する。 

 (5) 上履き、体育用外履き 

  ・学年別に色分けされた、学校指定のものとする。 

  ・部活動時には専用の靴を履いてよい。 

 (6) 通学靴 

  ・高価な物、貴重な物は避ける。 

  ・サンダル等は禁止する。 

  ・冬季は雪道を歩くことを考えて、安全と防寒に適した靴を履く。 

 (7) カバン 

  ・全ての教科書類が入る大きさで、リュック型の物とする。 


